
か
っ
た
理
由
に
つ
い
て
は
殆
㍗
ご
聞
く
塵
が
な
い
の
で
あ
る
。
今
や

渡
歓
の
途
に
あ
る
著
者
が
臆
て
蹄
來
せ
ん
時
こ
の
研
究
が
更
に
深

刻
味
を
加
へ
全
艦
ε
し
て
封
建
就
會
崩
壊
過
程
に
丸
明
が
與
へ
ら

れ
る
事
を
期
待
す
る
も
の
で
あ
る
。
　
（
芋
版
七
二
九
頁
、
京
都
弘

文
堂
早
行
、
債
四
、
五
〇
園
）
〔
以
上
肥
後
〕

醗
景
印
入
唐
求
法
巡
運
行
記

　
本
書
は
東
洋
文
庫
論
叢
第
七
（
未
刊
）
の
三
三
ざ
し
て
京
都
東
寺

の
濃
墨
院
本
を
景
印
し
三
百
部
を
限
り
て
刊
行
墨
書
に
提
供
し
た

る
も
の
な
り
。
本
書
の
來
歴
に
就
き
て
は
今
更
事
新
し
く
縷
坐
す

る
ま
で
も
な
く
、
今
を
泊
る
一
千
九
十
二
年
の
昔
、
仁
明
天
皇
時

代
に
我
が
遣
唐
大
使
藤
原
常
網
に
從
ひ
て
遙
々
小
弓
せ
し
慈
畳
大

師
の
筆
に
出
で
、
大
師
が
五
塁
山
に
登
り
、
長
安
の
高
掬
を
叩
き

凡
そ
拾
年
聞
に
今
の
江
蘇
山
東
直
隷
山
西
河
南
陳
西
安
徴
の
各
省

地
方
を
巡
歴
し
た
る
紀
行
な
り
。
そ
の
記
す
る
所
風
俗
儀
式
宮
阜

愈
々
外
交
佛
教
道
教
摩
尼
敏
の
諸
方
面
に
亙
り
、
海
陸
通
路
の
地

名
ミ
惰
景
ε
は
直
に
ミ
り
て
以
て
走
時
の
交
通
地
理
の
参
謹
ミ
な

す
に
足
る
。
然
れ
ば
本
書
が
根
本
史
料
ミ
し
て
の
償
値
の
豊
富
な

る
は
喋
々
を
要
せ
ざ
る
の
み
な
ら
す
、
一
千
年
前
に
於
け
る
此
の

　
　
第
十
二
巷
　
　
癩
　
　
　
介
．

種
の
紀
行
ミ
し
て
は
和
漢
洋
を
通
じ
て
も
比
類
稀
な
る
世
界
的
史

料
く
」
謂
ふ
も
決
し
て
澄
美
に
は
あ
ら
じ
。
大
師
墨
蹟
の
原
本
は
早

．
く
亡
逸
せ
し
が
、
そ
の
寅
…
本
は
夙
に
宋
朝
痴
愚
の
講
本
に
も
入
り
、

我
が
國
に
在
り
て
は
東
寺
槻
智
院
ミ
池
田
長
田
家
に
各
々
一
本
あ

り
、
観
智
院
本
は
伏
見
天
皇
の
三
姫
四
年
（
元
の
世
組
の
至
元
二

＋
八
年
）
に
余
胤
法
印
の
意
匠
せ
し
も
の
に
係
り
今
國
寳
に
指
定

せ
ら
る
。
嘗
て
些
々
群
書
類
從
、
及
び
四
明
紅
霞
の
附
録
ε
し
て

活
字
に
て
印
行
せ
ら
れ
た
る
こ
S
あ
る
も
珂
羅
版
を
以
て
観
智
院

本
の
原
型
そ
の
ま
、
に
、
刊
行
せ
ら
る
・
は
今
回
を
以
て
櫻
典
ミ

す
。
本
書
の
内
容
が
回
折
的
に
利
用
せ
ら
る
ふ
は
從
來
あ
ま
り
普

ね
か
ら
す
そ
の
日
本
唐
新
羅
に
狂
す
る
豊
冨
な
る
記
載
に
し
て
史

の
閥
を
補
ひ
傳
の
託
謬
を
正
す
に
足
る
べ
き
も
の
實
に
枚
畢
に
逞

あ
ら
ざ
る
は
將
來
永
く
本
書
が
史
料
ミ
し
て
學
界
に
珍
重
せ
ら
る

、
所
以
な
ら
む
。
國
史
研
究
者
は
勿
論
、
東
洋
史
朝
鮮
史
研
究
者

に
ε
り
至
重
至
貴
の
も
の
ミ
す
、
今
回
刊
行
の
も
の
は
全
部
珂
羅

版
の
景
印
に
し
て
四
大
冊
ε
な
し
，
別
に
文
墨
博
士
三
田
正
之
氏

の
解
詮
一
冊
を
附
す
。
解
説
中
に
は
史
實
補
正
の
二
三
例
ε
し
て

唐
の
武
宗
の
宙
嫌
煙
座
の
耐
寒
、
武
宗
の
慶
全
顎
寺
の
事
情
、
新
羅

　
　
　
　
　
　
　
第
三
號
、
　
一
四
七
◎
　
（
四
九
五
）



　
　
　
第
＋
二
総
　
紹
　
　
介

の
重
臣
張
費
高
の
事
略
に
間
し
論
憲
す
る
所
あ
り
。
峨
版
界
近
來

の
快
適
こ
す
る
に
足
る
。
さ
る
に
つ
け
て
も
本
書
の
景
印
の
如
き

非
薄
利
的
讃
嘆
に
謝
し
、
東
洋
文
庫
が
能
界
の
爲
に
率
先
し
て
敢

行
せ
ら
れ
た
る
は
學
徒
に
ミ
リ
て
は
異
な
る
感
謝
の
念
に
堪
へ
ざ

る
所
な
り
。
　
（
和
装
臆
想
、
五
珊
、
東
洋
文
庫
襲
刊
。
債
金
武
O

・
圓
）

　
　
⑭
東
洋
史
説
苑
　
　
　
　
文
學
博
士
　
桑
原
騰
藏
著

　
本
書
は
著
者
。
か
嘗
て
新
聞
難
誌
に
嚢
表
し
叉
は
講
演
し
た
る
醤

稿
を
綴
眠
し
、
之
に
新
に
起
稿
し
た
る
論
文
及
び
考
六
指
補
し

た
る
新
篇
を
加
へ
て
合
計
二
十
四
篇
を
時
事
，
文
化
、
宗
教
，
風

習
、
氣
質
、
人
物
、
論
纂
の
七
項
に
分
類
し
書
難
の
講
に
ま
か
せ
て

刊
行
し
た
も
の
で
あ
る
。
著
者
は
自
ら
そ
の
比
較
的
通
俗
な
る
も

の
を
選
び
た
の
ε
謂
は
る
エ
も
、
實
は
そ
の
記
蓮
法
の
通
俗
的
な

る
に
比
ま
り
、
そ
の
内
容
は
充
分
な
る
學
術
的
論
文
で
あ
る
、
就

中
新
篇
「
高
岳
親
王
の
御
渡
天
に
就
い
て
」
の
一
篇
は
親
王
の
繋
累

地
の
羅
越
老
論
説
の
蕾
説
の
誤
謬
を
訂
正
し
、
蕎
論
の
論
糠
の
誤

れ
る
黙
を
學
術
的
に
論
破
せ
る
名
篇
に
し
て
，
正
に
先
人
未
獲
の

創
見
を
言
表
せ
る
も
の
、
呉
越
醒
の
位
置
の
研
究
は
藪
に
永
久
的

　
　
　
　
　
　
　
　
第
一
二
號
　
　
　
一
四
入
・
　
（
四
九
六
）

　
な
る
愚
案
を
提
働
せ
ら
れ
た
る
も
の
ε
謂
ふ
べ
き
で
あ
る
。
「
大

　
秦
景
敏
流
行
中
國
碑
に
就
い
て
」
「
支
那
の
國
教
問
題
」
も
此
の
形

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヒ

　
式
に
於
て
は
今
回
始
め
て
公
に
せ
ら
れ
た
雄
篇
ε
謂
ふ
べ
き
も
の

　
で
、
そ
の
他
の
諸
賢
即
ち
支
那
の
革
命
、
黄
蝸
論
、
封
支
政
策
管

　
見
、
射
支
文
化
事
業
に
就
い
て
の
希
望
、
晋
室
の
南
渡
・
し
南
方
の

　
開
登
、
東
洋
人
の
登
明
、
歴
史
上
よ
り
観
た
る
南
方
の
開
螢
、
老

　
子
化
胡
弓
、
ネ
ス
ト
ル
敏
の
傭
及
烈
に
關
す
る
逸
事
、
大
師
の
入

唐
、
支
那
入
辮
髪
の
歴
史
、
支
那
入
の
食
入
肉
風
習
、
支
那
の
宙

官
、
支
那
人
の
文
弱
ε
保
守
、
支
那
人
の
愛
弾
性
S
猜
疑
心
、
秦

　
始
皇
帝
、
支
那
史
上
の
偉
人
孔
子
虐
孔
明
、
東
洋
史
上
よ
の
見
た

　
る
明
治
時
代
、
支
那
學
研
究
者
の
任
務
、
支
那
の
入
口
問
題
は
、

　
一
般
讃
者
に
は
好
個
の
智
識
ミ
な
り
、
東
洋
史
研
究
者
に
は
研
究

方
法
の
好
個
の
指
針
ε
な
る
、
歴
史
家
は
勿
論
荷
く
も
支
那
を
論

　
ぜ
む
ε
す
み
者
綜
必
す
讃
馳
せ
ざ
る
べ
か
ら
ざ
る
好
著
で
あ
る
。

　
加
ふ
る
に
高
岳
親
王
御
渡
天
行
路
圖
、
累
代
日
支
通
航
圏
、
大
師

　
入
唐
行
程
圓
，
遷
代
長
安
城
坊
團
は
禽
鳥
家
に
も
参
考
ミ
な
る
べ

、
く
、
黄
塵
圖
、
唐
代
の
老
子
化
胡
経
、
石
佛
寺
の
現
駄
、
大
秦
景
敏

碑
及
そ
の
刻
字
、
辮
髪
の
六
葉
の
爲
眞
は
本
文
の
理
會
を
助
け
て

　
居
る
。
菊
版
本
丈
五
百
四
十
　
二
頁
　
橿
三
・
八
0
圓
　
京
都
市
寺



町
丸
太
町
弘
文
堂
早
行
。
〔
以
上
那
波
〕

　
　
⑭
出
雲
上
代
玉
作
遺
物
の
研
究

京
都
帝
國
大
回
文
學
部
考
古
學
研
究
報
緯
の
第
＋
珊
ミ
し
て
標

記
の
如
き
研
究
報
告
書
が
出
版
さ
れ
九
。
四
六
倍
版
、
本
文
一
〇
二

頁
に
附
録
S
し
て
日
本
一
見
磨
製
口
回
三
石
剣
聚
成
表
一
〇
頁
を

牧
め
、
挿
三
四
＋
圖
、
附
録
岡
三
三
四
の
外
に
圖
一
三
＋
九
圖
、

附
す
る
に
英
鐸
二
〇
頁
を
獄
て
し
た
雄
篇
で
あ
る
。
本
文
は
濱
田

博
士
、
島
田
・
梅
原
爾
助
手
の
共
同
執
筆
に
係
り
、
附
録
は
梅
原
・

島
田
爾
氏
の
作
製
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
我
國
上
世
の
文
明
を
物
語
る
片
影
は
、
幾
多
の
方
面
に
跡
を
編

む
る
が
，
上
代
人
が
好
ん
で
楓
潤
し
た
玉
類
の
如
き
、
ま
た
そ
の

随
一
薫
る
事
勿
論
で
あ
る
。
本
書
は
部
ち
出
雲
地
方
に
中
心
を
有

す
る
玉
作
の
慧
跡
を
研
究
し
、
遺
物
を
調
査
し
、
更
に
玉
の
製
作

順
序
の
過
程
を
推
考
し
、
本
邦
に
於
け
る
玉
の
問
題
に
燭
れ
ん
ミ

し
た
も
の
で
あ
る
。
故
に
先
づ
玉
作
の
瀧
跡
地
た
る
八
束
郡
玉
造

村
・
忌
部
村
・
大
庭
村
の
竜
北
を
甑
説
し
、
玉
磨
砥
石
、
干
飯
傘
成

品
に
謝
し
て
極
め
て
微
細
な
る
調
査
を
響
け
て
そ
の
結
果
を
或
は

綴
版
ε
、
或
は
翻
表
S
し
て
示
し
、
轄
じ
て
玉
の
製
作
法
に
及
ば

　
　
　
第
＋
二
巷
　
紹
　
　
介

ん
ミ
し
、
出
雲
及
支
那
に
於
け
る
現
代
の
攻
玉
法
を
調
査
し
到
底

文
献
上
知
り
得
べ
か
ら
ざ
る
各
種
の
資
料
を
獲
、
そ
れ
を
獄
て
古

代
攻
玉
法
の
推
考
に
供
し
、
磨
砂
ミ
し
て
は
恐
ら
く
石
英
水
晶
等

の
細
砂
を
使
用
し
て
間
に
合
せ
て
居
っ
た
も
の
で
あ
ら
之
、
｝
か
、

穿
孔
法
ε
し
て
は
卜
い
時
代
に
は
三
二
を
三
面
か
ら
使
用
し
て
題

的
を
回
し
た
事
も
あ
っ
た
ら
う
し
、
ま
た
や
逗
後
に
は
峨
鑓
を
手

を
以
て
廻
縛
す
る
の
安
全
を
知
っ
て
、
之
を
用
み
た
で
あ
ら
う
ミ

か
、
穿
孔
を
爾
側
か
ら
す
る
の
は
硬
玉
・
軟
玉
・
坂
瑠
等
で
あ
っ
て

水
晶
。
壁
玉
二
埼
懸
は
片
側
か
ら
で
あ
っ
た
、
こ
か
、
2
字
形
の
勾
玉

は
豫
め
穿
孔
し
た
も
の
で
比
較
的
後
代
（
奈
良
朝
又
は
そ
れ
に
近

い
年
代
）
の
作
で
堕
落
的
の
形
式
の
も
の
で
あ
る
が
、
古
い
時
代

の
も
の
は
全
艦
の
形
式
を
先
に
し
穿
孔
を
後
に
し
た
の
で
あ
ろ
S

か
幾
多
の
珍
ら
し
い
敏
示
を
與
へ
て
呉
れ
る
も
の
が
あ
る
。
考
古

學
的
の
解
繹
に
土
俗
狂
的
智
識
を
懸
用
し
た
も
の
S
し
て
、
成
功

し
た
も
の
で
あ
る
。

　
最
後
に
於
て
「
日
本
に
於
け
る
硬
玉
軟
玉
附
題
」
に
論
及
し
て
居

る
の
は
、
何
人
も
最
も
聞
か
ん
鴨
こ
す
る
所
で
あ
り
，
且
つ
傾
瀦
す

べ
き
鮎
で
あ
る
ε
信
ず
る
。
曰
く
、
我
國
に
於
て
石
器
時
代
の
楚

　
　
　
　
　
　
　
第
三
號
　
　
榊
四
九
　
　
（
困
九
七
）


